
 

  紀勢地区広域消防組合 

心肺蘇生の必要性 成人（15 歳以上）小児（１歳～15 歳）の心肺蘇生法 

 
救急車が到着するのに全国平均で約８．６分 

かかっています。 

突然、心停止の状態になった傷病者を社会復帰

に導くには、早期認識、通報と心肺蘇生が不可

欠です。 

正しい心肺蘇生の方法を覚えて大切な人の命を 

救いましょう。 

 
救命の可能性と時間経過 

「救急蘇生法の指針2015（市民用）より引用」 

 
 

 

救命の連鎖 
 

 

 

① 反応を確認する 
・ 周囲の安全を確認する。 

 

・ 肩を軽くたたきながら 

大きな声で呼びかける。 

 

・ 目を開けないか、何らかの返答が 

ないか、目的のある仕草がないか 

を確認する。 

 

② 反応が無ければ助けを呼ぶ 
・ 大きな声で周囲に協力を求める。 

 

・ 誰かが来たら、１１９番通報と 

AEDの手配（近くにある場合） 

を依頼する。 

 

※救助者が一人の場合は、自分で 

119番通報を行い、直ぐ近くに 

AEDがあれば持ちに行く。 

 

 ※119番通報すると、通信員から行うべき 

ことの指導を受けることもできます。 

 

③ 呼吸の確認 
・ 胸と腹部の動きを見て「普段どおり 

の呼吸」をしているか確認する。 

 

・ 確認は10秒以内で行う。 

 

④ 胸骨圧迫開始 
・ 呼吸がないか、死戦期呼吸※１の 

場合は、心停止と判断し、直ちに 

胸骨圧迫を開始する。 

 

※１ しゃくりあげるような途切れ 

途切れの呼吸 

 

・ 呼吸の判断に自信が持てない場合は、 

心停止とみなし胸骨圧迫から開始する。 

 

※胸骨圧迫要領 
 

                 

 

 

 

 

 

 

・ 小児の場合は体格に応じて、片手で行う。 

・ 胸骨圧迫の回数は３０回。  

・ 1分間に100回～120回のテンポで圧迫する。 

                               

⑤気道確保（空気の通り道を作る） 

 

・ 指先であごの先端を引き上げながら 

頭を後ろにそらせる。 

 

 

⑥人工呼吸を開始する 
 

・ 気道確保をした状態で行う。 

 

・ 相手の鼻をつまみ、自分の口を 

  大きく開けて２回吹き込む。 

（約１秒かけて胸が上がる程度） 

 

⑦人工呼吸と胸骨圧迫を繰り返し行う 
 

・ ３０回の胸骨圧迫と２回の人工呼吸で１サイクル 

として繰り返し行う。 

  

 

 

 

 

 

胸骨圧迫    人工呼吸 

３０回  ：  ２回 

心停止の予防 
早い認識と 

１１９番通報 

早い心肺蘇生

とＡＥＤ 

救急隊や病院

での処置 



大声で叫ぶ 

１１９番通報・AED 依頼 

 

 

紀勢地区広域消防組合 

乳児（１歳未満）の心肺蘇生法 心肺蘇生法の手順 
 

①反応を確認する 
 

・ 周囲の安全を確認する。 

 

・ 肩を軽くたたきながら 

大きな声で呼びかける。 

 

・ 足の裏を刺激することも有効です。 

 

 

 

②反応がなければ助けを呼ぶ 
 

・ 大きな声で周囲に協力を求める。 

 

・ 誰かが来たら、１１９番通報と 

AEDの手配（近くにある場合） 

を依頼する。 

 

※救助者が一人の場合は、自分で 

119番通報を行い、直ぐ近くに 

AEDがあれば持ちに行く。 

 
※119番通報すると、通信員から行うべき 

ことの指導を受けることもできます。 
 

③呼吸の確認 
 

・ 胸と腹部の動きを見て普段と同じ 

  呼吸をしているか確認する。 

 

・ 確認は10秒以内で行う。 

 

 

④胸骨圧迫開始 
・ 呼吸がないか、死戦期呼吸※１の場合は、心停止と判断し、直ちに

胸骨圧迫を開始する。 

 

※１しゃくりあげるような途切れ途切れの呼吸 

 

・ 呼吸の判断に自信が持てない場合は、心停止とみなし胸骨圧迫から

開始する。 

 

・ 圧迫の位置は、両乳頭を結ぶ線の少し足側を目安とした 

胸の真ん中です。 

 

・ 胸骨圧迫は指２本で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 胸骨圧迫の回数は３０回。  

・ 1分間に100回～120回のテンポで圧迫する。 

・ 胸の厚さ約1/3まで圧迫する。 

 

⑤人工呼吸 
 

・ 気道確保をした状態で行う。 

 

・ 自分の口を大きく開き、 

  乳児の口と鼻を一緒に覆い 

  密着させて2回息を吹き 

込みます。（約1秒かけて 

胸が軽く上がる程度） 

 

 

 

   

 

呼吸なし 

 

胸骨圧迫を開始する 

・強く（約５㎝）※小児、乳児は胸

の厚さの約 1/3 

・速く（１００～１２０/分） 

・絶え間なく（中断を最小にする） 

人工呼吸 

・人工呼吸の技術と意思があれ

ば実施する。 

胸骨圧迫 30回+人工呼吸２回を 

繰り返す。 

※ 救急隊に引継ぐまで、または傷病者に普段

どおりの呼吸や目的のある仕草が認めら

れるまで続ける。 
 

安全確認     

呼吸をみる（胸・腹の動きを確認） 

反応なし     



AED（自動体外式除細動機）… 心臓が小刻みに震え、全身に血液を送ることができなくなった致死性の不整脈を 

電気ショックを与えることにより正常な状態に戻すことを試みる機械です。 

 

① 電源を入れる  

心肺蘇生を行っている途中でAEDが届いたら、すぐにAED

を使う準備に移ります。 

AEDを傷病者の横に置き電源を入れます。 

 

 

 

 

 

② 電極パッドを貼る 

電極パッドの袋を開封しパッドの粘着面を右側の鎖骨の下

と、左側の脇腹の２ヶ所にしっかりと貼り付けます。 

 

③ 心電図の解析 

電極パッドを貼るとAEDが自動的に心臓の状態を調べ、電

気ショックが必要かどうかを判断します。このとき、誰も

傷病者に触れてないことを確認します。 

AEDが電気ショックの必要がないと判断した場合は、ただ

ちに胸骨圧迫から心肺蘇生法を再開してください。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 電気ショック 

AED が電気ショックの必要があると判断したら音声メッ

セージが流れ、自動的に充電が始まります。 

もう一度誰も傷病者に触れてないことを確認し、充電が完

了したら、ショックボタンを押します。 

⑤ 心肺蘇生法の再開 

電気ショックが完了したらメッセージに従い、胸骨圧迫か

ら心肺蘇生法を再開してください。 

AEDは2分おきに自動的に心電図の解析を始めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなときは？ 

・傷病者の胸が濡れている場合 

タオル等で拭き取ってから電極パッドを貼ります。 

 

・胸に貼り薬があり、電極パットを貼る際に邪魔になる場合 

ニトログリセリン薬や喘息薬が貼られている場合はそれを 

剥がして、肌に残った薬剤を拭き取ってから電極パットを 

貼ります。 

 

・ペースメーカーや除細動器が胸に埋め込まれている場合は 

埋め込まれている場所を避けて電極パッドを貼ります。 

 

 


